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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策推進を背景に円安や株高が進行し、輸出

や設備投資に持ち直しの動きが見られ、景気は緩やかな回復傾向にありました。一方、個人消費は底堅く推移しているも

のの、消費税引き上げや物価上昇などの懸念材料もあり、引き続き予断を許さない状況が続いております。 

当社グループの中核事業である水産物卸売事業におきましても、円安による原料価格の上昇を即時に販売価格へ転嫁で

きないことや消費者の低価格・節約志向の影響などから、依然として厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、平成23年度から平成25年度まで３ヵ年の中期経営計画「ＭＭプラン２nd Stage」

の最終年度となります三年目にあたり、企業理念であります安心・安全で良質な商品と心に感じるサービスにより、お客

様満足を追求するとともに、豊かな食生活に貢献すべく、また、営業収益の継続的黒字化を実現すべく、グループ一丸と

なって取り組んでまいりました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 44,366 百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ 542 百万円（△

1.2％）の減収となり、営業利益は19百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ８百万円（△30.0％）の減益となりまし

たが、経常利益は保有株式の配当金の増配等により 256 百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ 32 百万円（14.7％）

の増益となり、さらに、四半期純利益は投資有価証券売却益及び負ののれん発生益を特別利益に計上したことにより 298

百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ115百万円（63.1％）の増益となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（水産物卸売事業） 

売上高は36,337百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ821百万円（△2.2％）の減収となり、営業利益は20百万

円と前第３四半期連結累計期間に比べ５百万円（△21.8％）の減益となりました。 

（水産物販売事業） 

売上高は7,817百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ270百万円(3.6％)の増収となりましたが、新しい取り組み

による経費増加により、営業損失は32百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ12百万円（前年同期 営業損失20百

万円）の増加となりました。 

（不動産等賃貸事業） 

売上高は19百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ２百万円(16.9％)の増収となり、営業利益は18百万円と前第

３四半期連結累計期間に比べ５百万円（42.6％）の増益となりました。 

（運送事業） 

売上高は190百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ６百万円(3.5％)の増収となり、営業利益は16百万円と前第

３四半期連結累計期間に比べ４百万円（33.5％）の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、21,375 百万円と前連結会計年度末に比べ3,394 百万円増加しました。

この主な要因は、受取手形及び売掛金の増加2,698百万円及び商品及び製品の増加669百万円によるものであります。 

負債は、9,597百万円と前連結会計年度末に比べ2,957百万円増加しました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増

加2,941百万円によるものであります。 

純資産は、11,777 百万円と前連結会計年度末に比べ 436 百万円増加しました。この主な要因は、利益剰余金の増加 187

百万円及び株式交換の割当交付による自己株式の減少266百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成 25 年 11 月１日に公表いたしました数値から変更はございません。なお、今回発表の１

株当たり予想当期純利益の計算は、当第３四半期連結会計期間末の期中平均株式数によっております。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

    平成25年10月１日の株式交換による川崎丸魚株式会社の完全子会社化に伴う自己株式の交付により、当第３四半期 

連結累計期間において、自己株式処分差益を25百万円取崩し、自己株式処分差損が44百万円発生するとともに、自己 

株式が267百万円減少しております。この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が376百万円、利 

益剰余金が6,232百万円、自己株式が102百万円となっております。 

 

  （セグメント情報等） 

セグメント情報 

    Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 37,159 7,547 16 184 44,908 － 44,908 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
2,552 137 45 167 2,903 △2,903 － 

計 39,711 7,684 62 351 47,811 △2,903 44,908 

セグメント利益又は損失

（△） 
25 △20 12 12 30 △3 27 

（注）１．セグメント利益の調整額△３百万円は、棚卸資産の未実現利益△３百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
    Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 36,337 7,817 19 190 44,366 － 44,366 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
2,753 151 45 94 3,046 △3,046 － 

計 39,091 7,969 65 285 47,412 △3,046 44,366 

セグメント利益又は損失

（△） 
20 △32 18 16 22 △2 19 

（注）１．セグメント利益の調整額△２百万円は、棚卸資産の未実現利益△２百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

     ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （重要な負ののれん発生益） 

「水産物卸売事業」セグメントにおいて、川崎丸魚株式会社の株式 20,000 株を追加取得したことに伴い、

負ののれん発生益１百万円を計上しております。 

また、1,745,470 株を株式交換により追加取得し、完全子会社としたことに伴い、負ののれん発生益 66 百

万円を計上しております。 

 なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては 67 百万円であ

ります。 

 「水産物販売事業」セグメントにおいて、館山丸魚株式会社の株式1,300株を追加取得しております。なお、

当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては０百万円であります。 
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